
 
 

出
会
い
と
別
れ
の
季
節
！ 

 
満
開
の
桜
も
葉
桜
へ
、
季
節

は
ま
さ
に
春
本
番
。
平
和
台
の

皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
！
春
は
出
会
い
と
別

れ
の
季
節
で
す
。
先
月
、
出
席

を
し
た
中
学
校
の
卒
業
式
で
、

あ
る
男
子
生
徒
が
、
先
生
へ
、

心
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
を
涙
な

が
ら
に
述
べ
る
シ
ー
ン
に
今
年

も
感
動
し
、
涙
腺
が
年
々
弱
く

な
っ
て
い
る
私
は
涙
を
堪
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

受
難
の
時
代
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
私
は
、
ま
さ
に
学

校
の
先
生
と
い
う
職
業
は
「
聖

職
」
で
あ
る
と
い
つ
も
感
じ
て

い
ま
す
。
資
源
の
乏
し
い
我
が

国
に
と
っ
て
、
教
育
の
充
実
な

く
し
て
未
来
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

日
本
の
将
来
の
た
め
に
、
先
生

方
と
、
一
緒
に
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 
 

西
高
東
低 
 

東
西
に
細
長
い
我
孫
子
市
で

は
、
子
供
の
数
も
西
高
東
低
。

東
西
で
偏
り
が
生
じ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
東
側
に
位
置
す
る
布

佐
中
に
入
学
し
た
生
徒
は
七
十

六
名
、
西
側
に
位
置
す
る
我
孫

子
中
は
三
百
十
五
名
、
白
山
中

は
二
百
五
十
九
名
で
す
。
小
学

校
の
新
一
年
生
で
も
東
側
の
布

佐
小
四
十
六
名
、
布
佐
南
小
二

十
七
名
に
対
し
、
西
側
の
根
戸

小
二
百
二
十
名
、
第
四
小
百
十

七
名
と
い
う
よ
う
に
完
全
に
西

側
地
区
に
子
供
の
数
が
シ
フ
ト

し
て
い
ま
す
。 

我
孫
子
の
西
側
で
は
日
立
精

機
跡
地
の
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
開

発
に
よ
る
人
口
増
や
利
便
性
の

高
い
常
磐
線
沿
線
に
位
置
す
る

の
に
対
し
て
、
東
側
で
は
Ｊ
Ｒ

成
田
線
の
利
便
化
が
遅
れ
て
、

子
育
て
世
代
、
若
者
達
に
敬
遠

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
要
因
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

我
孫
子
市
の
均
衡
あ
る
発
展

に
は
交
通
網
の
充
実
が
必
要
で

す
。
新
年
度
か
ら
は
地
域
公
共

交
通
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て

市
民
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
見
直

し
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
協
議
会
が
公
共
交
通
の
利
便

化
に
向
け
て
の
突
破
口
と
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

鳩
山
内
閣
の
半
年
間 

 今
年
は
夏
に
参
議
院
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。
政
権
の
安
定
を

図
る
べ
き
時
で
あ
る
の
に
、
昨

年
、
九
月
に
発
足
し
た
鳩
山
内

閣
の
支
持
率
が
当
初
七
十
七
％

か
ら
、
わ
ず
か
半
年
あ
ま
り
で

三
割
を
切
る
ほ
ど
ま
で
に
下
落

（
四
月
初
頭
の
報
道
各
社
の
世

論
調
査
）
。
戦
後
初
の
本
格
的
な

政
権
交
代
を
果
た
し
た
民
主
党

へ
の
期
待
感
は
、
失
望
感
へ
と

変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
の
主
因
が
「
政
治
と
金
」
の

問
題
に
あ
る
こ
と
は
は
っ
き
り

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
、
回

復
が
遅
い
日
本
経
済
の
状
況
に

対
し
て
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い

景
気
対
策
や
、
超
氷
河
期
の
内

定
率
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
雇

用
不
安
の
未
解
消
な
ど
も
挙
げ

ら
れ
ま
す
。 

そ
の
一
方
、
事
業
仕
分
け
や

日
米
安
保
関
連
の
密
約
資
料
公

開
な
ど
は
政
権
交
代
の
効
果
を

発
揮
し
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
て

お
り
、
下
が
り
つ
つ
あ
る
支
持

率
を
か
ろ
う
じ
て
下
支
え
し
て

い
る
構
図
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
、「
政
治
と
金
」
問
題
や

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問

題
の
対
応
如
何
に
よ
っ
て
は
大

き
く
政
治
が
動
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
せ
っ
か
く
有
権
者
の

選
択
で
実
現
し
た
初
の
本
格
的

な
政
権
交
代
。
是
非
、
鳩
山
首

相
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

失
望
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
努

め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

              

〈
宏
は
こ
う
考
え
る
！
〉 

子
ど
も
手
当
法
と
自
治
体 

 

平
成
二
十
二
年
度
我
孫
子
市

一
般
会
計
予
算
に
子
供
手
当
の

財
源
、
約
十
六
億
五
千
万
円
が

国
か
ら
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
今
年
六
月
か
ら
子

ど
も
手
当
の
支
給
が
始
ま
り
ま

す
。
支
給
に
あ
た
っ
て
は
、
自

治
体
が
対
象
者
を
特
定
し
て
申

請
書
を
送
る
な
ど
し
、
そ
の
対

象
者
が
申
請
書
に
記
入
し
て
返

送
す
る
こ
と
と
な
り
、
あ
く
ま

で
も
申
請
主
義
の
手
当
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

子
ど
も
手
当
は
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
を
育
て
る
費
用
を

社
会
全
体
で
負
担
し
よ
う
と
い

う
理
念
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。
従
っ
て
、
子
ど
も
手
当
を

受
給
さ
れ
た
方
は
、
子
ど
も
手

当
の
趣
旨
に
沿
っ
て
子
ど
も
手

当
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

義
務
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

子
供
手
当
が
、
本
来
の
趣
旨

に
沿
っ
て
本
当
に
使
わ
れ
る
か

否
か
。
手
当
を
支
給
し
て
も
ほ

と
ん
ど
が
貯
蓄
に
回
っ
て
し
ま

う
こ
と
は
な
い
の
か
等
、
懸
念

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
し
て
、

子
ど
も
の
育
成
に
か
か
わ
る
費

用
で
あ
る
学
校
給
食
費
や
保
育

料
等
の
滞
納
が
増
え
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
何
の
た
め
の

子
ど
も
手
当
な
の
か
わ
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
国
の

財
政
が
超
欠
乏
し
て
い
る
な
か
、

子
ど
も
手
当
は
平
成
二
十
二
年 

後援会討議資料         印南 宏レポート（第７２号）         平成２２年４月発行 
 

平成２２年４月１７日発行 
第７２号 

 
発  行 

印 南  宏 後 援 会 
発行責任者 印南 宏  

                                                   
私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 



度
に
二
兆
二
千
五
百
億
円
、
平
成
二

十
三
年
度
は
倍
額
の
約
五
兆
円
の
財

源
が
必
要
な
制
度
で
す
。
こ
の
制
度

は
平
成
二
十
二
年
度
だ
け
を
し
の
ぐ

一
年
限
り
の
時
限
立
法
、
す
な
わ
ち

暫
定
法
案
で
成
立
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
制
度
の
中
身
で
あ
る
支
給
対
象

の
整
理
、
満
額
に
向
け
て
の
財
源
目

途
、
自
治
体
事
務
の
高
負
担
、
支
給

方
法
の
工
夫
な
ど
、
詰
め
の
部
分
も

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
は
、
多
額
の
税
金
の
投
入
先
と

し
て
子
ど
も
手
当
を
本
当
に
今
優
先

す
べ
き
な
の
か
疑
問
に
感
じ
て
い
る

一
人
で
す
。
景
気
浮
揚
の
た
め
、
マ

ク
ロ
経
済
の
※
乗
数
効
果
を
考
慮
す

れ
ば
、
学
校
の
耐
震
化
の
促
進
や
保

育
園
の
増
設
、
公
共
工
事
へ
の
投
資

の
ほ
う
が
現
実
的
で
は
な
い
の
か
。

現
金
支
給
で
は
な
く
、
現
物
給
付
の

検
討
な
ど
、
本
来
な
ら
も
っ
と
地
方

や
自
治
体
の
現
実
を
国
が
し
っ
か
り

と
理
解
す
る
中
で
、
国
と
地
方
、
そ

し
て
国
民
を
巻
き
込
ん
だ
議
論
が
不

可
欠
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。 

地
方
に
責
任
を
押
し
付
け
、
市
民

へ
の
バ
ラ
マ
キ
を
行
な
う
政
治
の
方

向
性
は
到
底
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
政

府
の
再
考
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 ※
乗
数
効
果
：
財
政
支
出
に
よ
っ
て

一
定
期
間
に
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

な
ど
の
国
民
所
得
が
上
昇
す
る
現
象

を
示
す
。 

       

       

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
！  

三
月
定
例
市
議
会 

主
な
内
容 

  

我
孫
子
市
の
新
年
度
予
算
を
決
定

す
る
三
月
定
例
市
議
会
が
三
月
二
十

三
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
可
決
さ
れ

た
一
般
会
計
は
三
百
二
十
四
億
六
千

万
円
で
、
対
前
年
度
比
一
．
七
％
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

国
の
子
ど
も
手
当
創
設
に
よ
る
増
額

分
が
十
六
憶
五
千
万
円
以
上
含
ま
れ

て
い
る
の
で
実
質
的
に
は
三
．
五
％

の
減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
景
気

の
悪
化
に
よ
る
所
得
減
に
よ
る
税
収

減
や
、
団
塊
の
世
代
の
退
職
な
ど
に

よ
る
納
税
義
務
者
の
減
少
に
よ
り
、

収
入
全
体
の
約
五
十
五
％
を
占
め
る

「
市
税
」
が
前
年
度
よ
り
五
億
円
以

上
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
が
、
何
と

い
っ
て
も
減
額
予
算
の
大
き
な
理
由

で
す
。
市
は
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
施
設
利
用
料
な
ど
の
「
使
用
料
・

手
数
料
」
の
受
益
者
負
担
見
直
し
を

行
う
こ
と
で
前
年
度
比
約
一
千
万
円

の
収
入
増
加
と
い
う
財
源
確
保
策
を

は
か
る
と
と
も
に
、
人
件
費
の
抑
制

（
※
）
等
の
支
出
削
減
を
行
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
増
え
続
け
る
生
活
保

護
費
や
福
祉
関
連
の
「
民
生
費
」
に

対
処
す
る
に
は
、
抜
本
的
な
行
財
政

改
革
を
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。 

 

※
人
件
費
の
抑
制 

 
 

○
給
料
月
額
を
二
％
引
き
下
げ
プ

ラ
ス
期
末
手
当
の
算
定
基
礎
額

に
か
か
わ
る
加
算
割
合
を
二
分

の
一
引
き
下
げ 

 

○
職
員
一
人
当
た
り
の
年
間
引
き

下
げ
額 

 

常
勤
一
般
職 

△
十
四
万
二
千

円
～
△
三
十
九
万
七
千
円 

 

常
勤
特
別
職 

△
四
十
六
万
五

千
円
～
△
六
十
五
万
円 

 

○
市
議
会
議
員 

 

報
酬
月
額
四
十
五
万
→
四
十
四

万
円 

 

期
末
手
当 

百
分
の
二
十
→
百

分
の
十 

△
二
十
万
円 

 

三
月
定
例
市
議
会
で
は
、
こ
の
一

般
会
計
の
新
年
度
予
算
案
の
ほ
か
、

予
算
案
に
も
関
連
し
た
公
共
施
設
な

ど
の
使
用
料
見
直
し
に
関
す
る
改
正

条
例
、
副
市
長
や
教
育
委
員
の
任
命

な
ど
人
事
案
件
を
含
め
て
、
四
十
議

案
が
審
査
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

繰
り
返
し
と
な
り
ま
す
が
、
使
用
料

の
見
直
し
で
は
、「
受
益
者
負
担
の
あ

り
方
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ

き
、
施
設
利
用
や
証
明
書
発
行
な
ど

特
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

大
規
模
な
使
用
料
、
手
数
料
の
見
直

し
を
行
な
う
議
案
を
市
が
提
出
し
、

議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
請
願
・
陳
情
で
は
、
※
改
正
貸
金

業
法
の
早
期
完
全
施
行
を
求
め
る
請

願
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
請
願
、

Ｕ
Ｒ
（
旧
住
宅
都
市
整
備
公
団
）
賃

貸
住
宅
の
居
住
の
安
定
を
求
め
る
請

願
、
慰
安
婦
問
題
の
早
期
解
決
を
求

め
る
意
見
書
提
出
な
ど
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

 

※
「
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施

行
等
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
等
に

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」
で

は
、
印
南 

宏
は
所
属
す
る
環
境
生

活
常
任
委
員
会
で
本
請
願
に
対
す
る

賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

 
                

〈
宏
は
こ
う
考
え
る
！
〉 

受
益
者
負
担
の 

 
 
 

見
直
し
に
つ
い
て 

 

昨
年
五
月
に
提
出
さ
れ
た
「
受
益

者
負
担
の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
方

針
」
は
、
市
民
の
皆
様
に
受
益
者
負

担
を
求
め
る
場
合
、
負
担
基
準
の
明

確
化
に
向
け
た
基
本
的
考
え
方
の
整

理
や
そ
れ
に
基
づ
く
負
担
額
の
設
定

根
拠
・
基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
基
本
方
針
で
す
。
使
用

料
、
手
数
料
、
負
担
金
等
の
見
直
し

は
、
市
民
の
皆
様
に
大
き
な
負
担
を

求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
私

は
過
去
の
議
会
で
受
益
者
負
担
の
あ

    

印南 宏 現在の主な役職  
市議会「あびこ 21」会派代表 （無所属） 

市議会環境生活常任委員 

議会運営委員会副委員長 

我孫子市成田線を便利にする議員の会副会長 

連合千葉議員団 幹事長 

電機千葉議員団 前幹事長 

我孫子市サッカー協会 顧問 

我孫子市ソフトボール連盟 顧問 

新聞奨学生ＯＢ会相談役（前会長） 他 
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り
方
に
は
十
分
に
市
民
の
皆
様
に
理

解
を
得
る
方
法
・
期
間
を
と
る
よ
う

に
強
く
要
望
を
し
て
き
ま
し
た
。 

受
益
者
負
担
の
見
直
し
に
つ
い
て

私
の
基
本
的
な
考
え
は
大
き
く
二
点

で
す
。 

 

①
負
担
増
は
市
民
サ
イ
ド
の
視
点

で
！ 

市
民
の
皆
様
の
尊
い
税
金
で
建
設
さ

れ
運
用
・
管
理
し
て
い
る
諸
施
設
、

そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
的
な
サ
ー

ビ
ス
は
、
行
政
サ
イ
ド
、
す
な
わ
ち

執
行
部
か
ら
の
「
お
上
」
の
視
線
で

考
え
る
の
で
は
な
く
、
納
税
者
で
あ

る
市
民
サ
イ
ド
の
視
点
で
負
担
の
あ

り
方
を
考
え
る
の
が
基
本
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

②
負
担
増
の
決
定
は
最
後
の
手
段
！ 

現
在
の
よ
う
な
厳
し
い
景
気
の
後
退

や
高
齢
化
の
進
捗
で
発
生
し
て
い
る

税
収
の
減
を
、
単
純
に
使
用
料
・
手

数
料
・
負
担
金
等
の
増
額
で
補
填
す

る
な
ど
の
市
民
の
負
担
増
に
転
嫁
す

る
の
で
は
な
く
、
徹
底
し
た
行
政
コ

ス
ト
の
軽
減
策
に
努
め
、
業
務
の
効

率
化
を
行
い
、
施
設
な
ら
ば
運
営
手

法
の
見
直
し
な
ど
改
善
を
行
っ
た
後

に
、
最
後
の
手
段
と
し
て
負
担
増
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

〈
問
題
点
・
課
題
〉 

 

今
議
会
で
、
一
連
の
受
益
者
負
担
の

あ
り
方
、
審
議
の
過
程
で
、 

・
公
共
と
は
何
な
の
か 

・
当
市
に
お
け
る
発
展
途
上
と
も

い
え
る
使
用
料
の
あ
り
方
は
ど

う
あ
る
べ
き
か 

・
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
持
つ
目
的

に
あ
っ
た
使
用
料
に
な
っ
て
い

る
の
か 

・
目
的
の
異
な
っ
た
施
設
に
対
し

て
、
基
本
方
針
で
示
さ
れ
た
一

律
の
「
原
価
計
算
方
式
」
で
良

い
の
か 

・
そ
も
そ
も
受
益
者
と
は
何
か
、

そ
し
て
広
く
一
般
市
民
が
受
益

者
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か 

・
減
額
、
免
除
基
準
の
明
確
化
が

公
平
に
さ
れ
て
い
る
の
か 

・
激
変
緩
和
措
置
は
（
負
担
額
の

改
定
年
度
十
年
未
満
、
以
上
で

二
倍
～
三
倍
程
度
）
適
正
と
な

っ
て
い
る
の
か
、
声
が
大
き
い

と
こ
ろ
や
組
織
的
に
強
い
と
こ

ろ
が
大
き
く
緩
和
さ
れ
て
い
な

い
か 

・
概
ね
四
年
単
位
の
定
期
的
な
見

直
し
の
考
え
方
で
良
い
の
か 

 な
ど
、
多
く
の
意
見
・
疑
問
が
出
て

き
ま
し
た
。 

 

私
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
も
踏
ま
え

て
、「
受
益
者
負
担
の
あ
り
方
に
関
す

る
基
本
方
針
」
そ
の
も
の
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

〈
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
今
後
〉 

 

我
孫
子
市
の
近
隣
セ
ン
タ
ー
は
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
自
治
会
、
そ

し
て
市
民
活
動
団
体
の
活
動
の
場
で

あ
り
、
市
民
が
協
働
を
行
う
と
い
う

「
公
共
」
を
担
っ
て
い
る
地
域
の
核

と
し
て
の
施
設
で
す
。 

我
孫
子
市
の
現
状
は
大
規
模
開
発

の
前
提
と
な
っ
た
人
口
増
の
時
代
は

終
わ
り
、
ま
さ
に
人
口
減
の
時
代
に

入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
高

齢
化
が
近
隣
の
東
葛
飾
六
市
で
最
も

進
み
、
地
域
の
見
守
り
や
高
齢
者
に

対
す
る
新
た
な
支
援
策
と
し
て
、
各

地
域
を
基
盤
に
活
動
し
て
い
る
市
民

団
体
同
士
が
、
柔
軟
で
か
つ
効
果
的

に
協
働
、
支
援
が
行
え
る
新
た
な
体

制
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
核
と
な
る
中
心
的
な
場
が
近

隣
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
ま
さ
に
公
共

の
拠
点
と
し
て
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
近
隣
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
住
民
で
組
織
し
た
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
が
管
理
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
組
織
発
足
後
二
十
年
経

過
す
る
中
で
高
齢
化
や
意
識
の
多
様

化
が
す
す
み
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
役
割
と
位
置
づ
け
が
薄
れ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
た
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
が
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
管

理
・
運
営
手
法
も
抜
本
的
に
見
直
し
、

変
え
て
い
く
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

生
活
保
護
と
自
治
体 

 

長
引
く
不
況
の
影
響
で
会
社
の
倒

産
や
失
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
家
庭

が
増
え
て
お
り
、
生
活
保
護
費
は

年
々
増
加
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な
っ

て
い
ま
す
。
我
孫
子
市
で
も
被
保
護

世
帯
数
は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
四

百
七
十
五
世
帯
で
あ
っ
た
も
の
が
平

成
二
十
二
年
度
に
は
五
百
六
十
三
世

帯
へ
と
急
激
に
増
加
し
、
生
活
保
護

費
も
平
成
二
十
一
年
度
当
初
予
算
は

十
億
七
千
百
万
円
だ
っ
た
の
が
平
成

二
十
二
年
度
当
初
予
算
で
は
十
三
億

一
千
三
百
万
円
と
二
億
四
千
万
円
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
保
護
費
は

国
が
四
分
の
三
、
自
治
体
が
四
分
の

一
を
負
担
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
市
財
政
を
圧
迫
す
る
要
因
に

も
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
生
活
保
護
世
帯
の
増
加
で

自
立
支
援
を
担
う
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

の
負
担
も
急
激
に
重
く
な
っ
て
い
ま

す
。
我
孫
子
市
で
も
現
在
五
人
い
る

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
平
成
二
十
二
年

度
に
は
一
名
増
員
、
自
立
支
援
を
行

う
嘱
託
職
員
も
二
名
増
員
と
、
そ
れ

ぞ
れ
増
員
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
増
え
続
け
る
生
活
保
護
世
帯

に
追
い
つ
け
て
い
な
い
状
況
で
す
。 

こ
の
背
景
に
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
の
「
標
準
数
」
が
一
人
当
た
り
八

十
世
帯
だ
っ
た
の
が
、
社
会
福
祉
法

（
旧
社
会
福
祉
事
業
法
／
平
成
十
二

年
に
法
名
変
更
）
へ
の
移
行
の
際
、

法
的
の
義
務
か
ら
「
目
安
」
に
変
わ

っ
た
こ
と
で
増
員
が
後
回
し
に
な
っ

た
こ
と
が
理
由
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
生
活
保
護
法

は
、
日
本
国
民
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も

最
低
限
の
生
活
を
保
障
す
る
と
い
う

日
本
国
憲
法
第
二
十
五
条
の
生
存
権

の
理
念
に
基
づ
く
最
後
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
。 

そ
の
た
め
に
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

の
標
準
数
を
一
人
当
た
り
八
十
世
帯

と
い
う
法
定
に
戻
す
こ
と
に
加
え
て
、

国
民
に
対
す
る
国
の
責
務
と
い
う
観

点
か
ら
も
国
が
根
本
の
財
政
面
に
つ

い
て
は
全
面
的
に
責
任
を
持
つ
べ
き

だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

※
生
活
保
護
法
：
日
本
国
憲
法
第
二

十
五
条
で
保
障
さ
れ
た
生
存
権
に
基

づ
き
、
困
窮
す
る
す
べ
て
の
国
民
に

対
し
、
そ
の
困
窮
の
程
度
に
応
じ
、

必
要
な
保
護
を
行
い
、
そ
の
最
低
限

度
の
生
活
を
保
障
す
る
法
律
で
す
。 
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中
学
校
の
卒
業
式
に
出
席
を
し
、

あ
ら
た
め
て
教
職
が
「
聖
職
」
で
あ

る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。
卒
業
生
を

代
表
し
た
男
子
生
徒
の
涙
な
が
ら
の

感
謝
の
言
葉
を
聞
き
、
感
涙
に
む
せ

ぶ
の
み
で
あ
っ
た
。 

◆
そ
れ
に
し
て
も
最
近
の
卒
業
式
で

は
女
子
生
徒
よ
り
、
男
子
生
徒
の
方

が
号
泣
す
る
。
昔
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
光
景
で
あ
る
。
巷
で
は
草
食
系
男

子
が
増
え
て
い
る
と
の
話
を
聞
く
。

そ
の
こ
と
と
卒
業
式
で
男
子
生
徒
の

号
泣
場
面
が
多
い
こ
と
の
関
係
は
わ

か
ら
な
い
が
、
相
対
的
に
女
子
が
「
肉

食
化
」
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

◆
あ
る
資
料
で
、
昨
今
の
男
子
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
低
い
こ

と
と
、
人
間
関
係
で
も
男
子
の
方
が

傷
つ
き
や
す
い
と
い
う
こ
と
を
示
す

デ
ー
タ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
共
学
出

身
の
大
学
生
で
彼
女
の
い
る
割
合
は

約
四
割
だ
が
、
男
子
校
出
身
者
で
は

一
割
し
か
い
な
い
。
都
内
に
あ
る
大

学
生
三
百
人
の
調
査
で
は
カ
ッ
プ
ル

の
六
十
五
％
が
、
女
子
の
告
白
で
付

き
合
い
を
始
め
て
い
る
と
い
う
。 

◆
こ
う
な
っ
て
く
る
と
、
男
女
共
同

参
画
社
会
に
そ
く
し
た
息
子
の
健
康

的
な
就
職
や
結
婚
を
望
む
な
ら
、
昔

な
が
ら
の
肉
食
系
の
男
親
と
し
て

「
今
」
行
な
う
べ
き
こ
と
は
父
と
息

子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
再
構

築
、
特
に
性
の
問
題
も
含
め
て
新
た

な
男
同
士
の
付
き
合
い
方
を
模
索
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。
ま

た
、
中
学
・
高
校
時
代
に
同
世
代
の

異
性
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
設
け
て
あ

げ
る
な
ど
、
よ
り
積
極
的
な
親
の
関

与
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
仕
事
だ
け
で
な
く
家
族
問

題
で
も
悩
み
が
多
い
父
親
像
が
そ
こ

に
存
在
す
る
。 

◆
世
界
の
空
を
雄
飛
し
て
い
た
日
本

航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
の
会
社
更
生
法
申

請
と
大
規
模
な
リ
ス
ト
ラ
策
の
実
施
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
代
表
で
あ
る
ト

ヨ
タ
自
動
車
の
相
次
ぐ
リ
コ
ー
ル
問

題
な
ど
国
際
社
会
で
「
日
本
：
Ｍ
ａ

ｄ
ｅ 

ｉ
ｎ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
の
評
判

が
急
速
に
落
ち
て
い
る
。 

◆
そ
れ
ら
に
比
例
す
る
よ
う
に
急
激

に
就
職
・
雇
用
環
境
も
悪
化
し
て
い

る
。
四
月
初
め
に
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
が
発
表
し
た
平
成
二
十
一
（
二
〇

〇
九
）
年
度
の
千
葉
県
内
の
倒
産
件

数
が
過
去
最
悪
の
三
百
八
十
六
件
へ
。

厳
し
い
世
の
中
で
あ
る
。 

◆
こ
の
不
況
下
で
必
至
に
納
税
を
し

て
い
る
庶
民
に
と
っ
て
悔
し
い
政
治

事
件
も
山
積
に
し
て
い
る
。「
税
金
の

無
駄
遣
い
を
な
く
せ
と
言
っ
て
い
る

人
が
何
年
も
税
金
を
納
め
て
い
な
い
。

政
党
助
成
金
が
最
後
は
ど
こ
に
行
っ

た
か
わ
か
ら
な
い
」
。 

◆
千
葉
県
庁
の
不
正
経
理
問
題
で
は
、

平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
度
ま
で

の
六
年
間
で
四
十
一
億
円
以
上
の
不

正
が
発
覚
。
取
引
業
者
に
架
空
請
求

さ
せ
県
費
を
プ
ー
ル
す
る
「
預
け
」

が
各
部
署
で
横
行
し
、
自
治
体
不
正

経
理
史
上
特
筆
す
べ
き
規
模
と
悪
質

さ
で
あ
る
。
千
葉
県
は
内
部
監
視
機

能
を
強
化
す
る
こ
と
で
問
題
の
幕
を

引
こ
う
と
し
て
い
る
。
全
容
を
解
明

せ
ず
、
再
発
防
止
策
も
不
十
分
で
あ

る
。
自
治
体
の
監
査
委
員
事
務
局
を

外
部
に
出
し
て
独
立
組
織
に
す
る
こ

と
や
経
理
伝
票
の
保
存
方
法
を
変
え

て
、
第
三
者
が
任
意
の
年
度
や
部
署

の
伝
票
を
自
由
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方

法
な
ど
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
だ
。

税
金
で
仕
事
を
し
、
倒
産
も
し
な
い

役
所
に
対
し
、
外
部
チ
ェ
ッ
ク
は
厳

格
に
行
な
う
べ
き
で
あ
る
。
現
在
の

千
葉
県
庁
に
今
後
、
自
浄
作
用
を
期

待
で
き
る
の
か
。
疑
問
に
思
う
の
は

私
だ
け
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

宏 
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